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四

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
秋
月
悌
次
郎
が
、
蝦
夷
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
、
京
都
で
会
津
藩
公
用

局
に
復
帰
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
と
、
そ
の
後
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
参
考
資
料

等
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
本
文
中
に
記
し
た
。

一
慶
応
二
年
十
一
月
、
悶
々
の
思
い
で
任
地
で
の
職
務
を
果
た
し
て
い
た
彼
に
、

京
都
の
会
津
藩
関
係
者
か
ら
至
急
上
京
す
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
が
届
い
た
。
悌

次
郎
は
十
二
月
三
日
斜
里
を
出
発
し
た
。酷
寒
の
こ
の
時
期
の
旅
は
異
例
で
あ
る
。

悌
次
郎
の
心
の
高
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。『
韋
軒
遺
稿
』
に
は
、
次
の
詩
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。

慶
応
二
年
十
二
月
。
自
京

都
飛
書
徴
予
。
至
舎
麻
尼

則
歳
已
尽
。
丁
卯
春
日
、

久
寿
里
途
中
作
。

慶
応
二
年
十
二
月
、
京
都
よ
り
の
飛
書
、

予
を
徴
す
。
舎
麻
尼
に
至
れ
ば
則
ち
歳
已

に
尽
く
。
慶
応
三
年
春
、
久
寿
里
へ
の
途

中
作
。

　
　

沍
寒
堕
指
雪
為
層
。　
　
　
　

沍
寒
指
を
堕
し
、
雪
は
層
を
為
す
。

　
　

聞
説
吏
人
過
未
曾
。　
　
　
　

聞
く
な
ら
く
吏
人
未
だ
か
つ
て
過
せ
ず
と
。

　
　

苦
絶
斯
行
亦
奇
絶
。　
　
　
　

苦
絶
の
斯
の
行
は
、
亦
奇
絶
な
り
。

　
　

春
風
跨
馬
渉
堅
氷
。　
　
　
　

春
風
馬
に
跨
り
て
、
堅
氷
を
渉
る
。

斜
里
か
ら
舎
麻
尼
（
様
似
）
を
経
て
久
寿
里
（
釧
路
）
に
至
る
ル
ー
ト
は
、
冬

の
間
は
交
通
が
途
絶
す
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
悌
次
郎

の
心
の
高
ぶ
り
が
よ
く
分
か
る
。

上
洛
の
途
中
彼
は
、
仙
台
に
立
ち
寄
り
、
昌
平
黌
の
後
輩
岡
鹿
門
を
訪
ね
た
。

こ
の
時
の
こ
と
は
、
岡
鹿
門
の
『
在
臆
話
記
』
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
悌

次
郎
が
同
じ
仙
台
藩
士
の
儒
者
氏
家
晋
の
近
況
を
尋
ね
た
の
で
、
ふ
だ
ん
岡
に
は

世
俗
の
藩
学
者
と
は
交
流
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
迎
え
を
出
し
た
。
当
時
仙
台
藩

の
学
問
は
、大
槻
盤
渓
の
指
導
の
も
と
洋
学
を
も
視
野
に
入
れ
開
明
的
で
あ
っ
た
。

盤
渓
は
佐
幕
開
国
を
推
進
し
、
天
皇
の
も
と
で
委
託
を
受
け
た
幕
府
が
政
権
を
運

営
す
る
と
い
う
、
後
に
德
川
慶
喜
が
考
え
た
大
政
奉
還
後
の
政
権
に
近
い
考
え
を

持
っ
て
お
り
、
尊
王
攘
夷
論
者
だ
っ
た
岡
と
は
思
想
的
に
隔
た
り
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

や
っ
て
き
た
氏
家
が
、
玉
虫
左
太
夫
（
文
政
六
・
一
八
二
三
年
生
ま
れ
）
が
数

日
前
に
長
崎
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
秋
月
が
、

此
ハ
妙
也
。
余
ハ
北
役
以
来
、
今
日
始
メ
テ
内
地
ノ
諸
友
ニ
面
会
、
上
国
諸

藩
ノ
実
歴
談
ヲ
以
テ
京
都
土
産
ニ
セ
ン

と
い
う
の
で
、
早
速
呼
び
寄
せ
て
対
談
に
及
ん
だ
と
い
う
。

玉
虫
は
、
江
戸
で
ペ
リ
ー
艦
隊
と
の
交
渉
役
だ
っ
た
林
復
斎
に
学
び
、
安
政
三

年
に
は
、
仙
台
藩
領
と
な
っ
た
蝦
夷
地
を
視
察
、
安
政
七
年
に
は
咸
臨
丸
で
渡
米

す
る
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。

 

玉
虫
は
、
秋
月
と
同
様
佐
幕
論
者
で
、
岡
と
は
考
え
方
が
異
な
る
が
、
彼
の

報
告
は
、「
薩
長
ハ
野
心
、佐
賀
ハ
日
和
見
、熊
本
ハ
幕
府
ト
憂
喜
ヲ
同
フ
ス
ル
等
」

秋
月
悌
次
郎
の
公
用
局
復
帰

中　

西　

達　

治
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四
五

意
外
な
新
情
報
が
多
か
っ
た
。
玉
虫
と
秋
月
と
は
、「
天
朝
ヲ
尊
奉
、幕
府
ニ
恭
順
、

左
ナ
ケ
レ
バ
天
下
ヲ
誤
マ
ル
」
と
意
見
が
一
致
し
た
が
、
岡
は
、
水
戸
藩
の
安
政

の
大
獄
以
来
の
藩
論
の
動
揺
を
例
に
あ
げ
て

天
朝
ヲ
尊
奉
セ
バ
幕
府
ニ
不
恭
順
、
幕
府
ニ
恭
順
ナ
レ
バ
天
朝
ニ
不
尊
奉
、

両
者
不
二
並
立
一
、
此
ハ
孟
子
ニ
云
フ
二
ニ二
ス
ル
其
本
ヲ一
ノ
故
也
。
然
ラ
バ
天
下

ノ
一
ニ
定
マ
ル
ハ
、
此
両
者
ノ
並
ビ
立
ザ
ル
、
其
一
ヲ
除
ク
外
ナ
シ

朝
廷
と
幕
府
と
は
両
立
出
来
な
い
、
天
下
を
統
一
す
る
に
は
ど
ち
ら
か
を
除
く
外

な
い
。
と
孟
子
の
一
節
を
引
用
し
て
持
論
を
展
開
、 

酒
席
は
一
瞬
静
ま
り
か
え
り
、

酔
い
も
覚
め
て
し
ま
っ
た
。
夜
も
更
け
た
の
で
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
分
か
れ
た
が

気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
な
い
。
岡
は
、
我
が
家
は
彼
ら
の
路
の
途
中
に
あ
る
の
で

明
日
ま
た
立
ち
寄
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
そ
の
夜
は
雪
模
様
で
翌
日
は
一
面
の
銀

世
界
、
荷
物
を
先
発
さ
せ
て
お
い
て
彼
ら
は
や
っ
て
き
た
。
入
り
口
に
は
鹿
児
島

の
重
野
安
繹
筆
の
扁
額
「
草
私
史
亭
」
が
か
け
て
あ
り
、
文
久
三
年
の
薩
英
戦
争

の
処
理
に
あ
た
っ
た
お
り
の
重
野
の
態
度
に
話
が
及
ん
だ
。
秋
月
が
時
に
近
作
の

詩
は
な
い
か
と
聞
く
の
で
、
岡
は

 

朝
候
二
相
公
門
一
、
相
公
未
レ
起
時
、
暮
候
二
相
公
門
一
、
有
レ
客
相
公
辞
、
相

公
門
前
族
二
車
馬
一
、
相
公
堂
上
羅
二
珍
奇
一
、
誰
知
相
公
門
外
客
、
牛
衣
泣
レ

寒
幾
年
茲
。

【
大
意
】
宰
相
様
に
意
見
具
申
を
し
よ
う
と
出
掛
け
て
も
、
朝
は
ま
だ
起
き

て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
、
夕
方
に
は
先
客
が
あ
る
と
、
面
会
は
許
さ
れ
な
い
。

宰
相
様
の
御
屋
敷
に
は
人
が
群
が
り
、
珍
し
い
献
上
品
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、

門
外
で
ふ
る
え
な
が
ら
待
っ
て
い
る
貧
乏
学
者
に
は
会
っ
て
も
ら
え
な
い
。

と
い
う
詩
を
見
せ
た
。
こ
れ
は
、
仙
台
藩
が
先
に
も
見
た
と
お
り
尊
王
佐
幕
の
方

向
で
動
い
て
い
る
た
め
、
岡
は
忌
避
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
の

詩
を
見
た
秋
月
は
、
岡
の
肩
を
た
た
い
て
、

今
ニ
天
下
ノ
事
ハ
、
吾
党
双
肩
上
ニ
落
カ
ヽ
ル
上
ハ
、
其
時
迄
不
平
ヲ
鳴
ラ

サ
ズ
、
寝
テ
待
テ

や
が
て
我
々
の
出
番
が
来
る
さ
、
そ
れ
ま
で
の
辛
抱
だ
と
い
っ
て
大
笑
い
し
、
盃

を
重
ね
て
分
か
れ
た
と
い
う
。

『
在
臆
話
記
』
に
は
、 

こ
の
時
秋
月
に
は
手
代
木
が
同
行
し
て
い
た
と
か
、『
終

北
録
』
に
出
て
く
る
蝦
夷
の
代
官
は
秋
月
で
あ
る
と
か
、
妻
を
娶
っ
て
上
洛
し
た

と
か
明
ら
か
な
間
違
い
や
実
否
の
不
確
か
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
て
、
注
意
が
必

要
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
し
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
蝦
夷
か
ら
帰
任
の
途
中

の
動
静
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
四
人
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
秋

月
に
つ
い
て
は
こ
の
後
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
岡
は
、
仙
台
藩
内
で
孤
立

し
て
戊
辰
戦
争
当
時
は
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
活
躍
、
玉
虫
は
戊
辰

戦
争
の
際
仙
台
藩
の
意
見
を
奥
州
列
藩
同
盟
参
加
で
ま
と
め
た
中
心
人
物
の
一
人

と
し
て
切
腹
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
悌
次
郎
に
上
洛
せ
よ
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
た
時
の
京
都
の
情
勢
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
か
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
政
変
以
後
、
朝
敵
と
し
て
中
央
か
ら
排
除
さ
れ
て

い
た
長
州
藩
は
、
元
治
元
年
汚
名
挽
回
の
た
め
武
装
し
て
上
洛
、
六
月
二
十
四
日
、

久
坂
玄
瑞
が
歎
願
書
を
朝
廷
に
提
出
す
る
が
、
孝
明
天
皇
に
却
下
さ
れ
た
。
七
月

十
九
日
、
京
都
蛤
御
門
（
京
都
市
上
京
区
）
付
近
で
長
州
藩
兵
と
会
津
・
桑
名
藩

兵
の
戦
闘
が
勃
発
、
長
州
軍
は
一
時
京
都
御
所
内
に
侵
入
す
る
が
、
撃
退
さ
れ
た
。

後
世
禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
戦
い
）
と
い
わ
れ
る
こ
の
事
件
に
よ
り
、
長
州
藩
掃

討
に
力
の
あ
っ
た
徳
川
慶
喜
、
松
平
容
保
、
松
平
定
敬
等
は
そ
の
後
の
京
都
の
政

局
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

七
月
二
十
三
日
、
朝
廷
は
幕
府
に
対
し
て
長
州
追
討
を
命
じ
た
。
尾
張
藩
・
越

前
藩
お
よ
び
西
国
諸
藩
か
ら
征
長
軍
を
編
成
、
動
員
さ
れ
た
藩
の
数
は
最
終
的
に

三
十
五
藩
、総
勢
十
五
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
征
長
総
督
に
は
、尾
張
藩
老
公
（
前
々

藩
主
）
徳
川
慶
勝
が
任
命
さ
れ
、将
軍
か
ら
全
権
委
任
を
う
け
る
。
征
討
軍
に
は
、

西
郷
隆
盛
が
参
謀
と
し
て
参
画
し
て
お
り
、
種
々
画
策
し
て
長
州
藩
に
対
し
て
禁
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四
六

門
の
変
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
三
家
老
の
切
腹
、
四
参
謀
の
斬
首
と
い
う
形
で
事

態
の
解
決
を
は
か
っ
た
。
德
川
慶
勝
は
十
二
月
二
十
七
日
、
独
断
で
征
長
軍
を
解

兵
す
る
。そ
の
た
め
慶
勝
は
、朝
廷
か
ら
も
幕
府
か
ら
も
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
彼
は
所
労
と
称
し
て
大
坂
に
こ
も
り
江
戸
に
も
京
都
に
も
出
向
か
な
か
っ

た
。慶

応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
、
将
軍
家
茂
は
江
戸
を
出
発
、
閏
五
月
二
十
二

日
、
参
内
し
改
め
て
長
州
藩
征
討
を
奏
上
、
九
月
二
十
一
日
、
再
征
の
勅
許
を
う

け
る
。

十
一
月
七
日
、
幕
府
は
、
彦
根
藩
な
ど
三
十
一
藩
に
、
長
州
藩
征
討
へ
の
動
員

を
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
朝
廷
と
幕
府
の
政
策
が
表
面
的
に
は
着
々
と
実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
同
じ
年
の
六
月
二
十
四
日
に
西
郷
隆
盛
は
、
京

都
で
坂
本
龍
馬
と
会
見
し
萩
藩
の
武
器
購
入
の
代
理
要
請
を
受
託
し
て
い
る
し
、

七
月
二
十
一
日
に
は
、
長
州
藩
士
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
が
、
海
援
隊
と
薩
摩
藩
の

斡
旋
に
よ
り
、
長
崎
グ
ラ
バ
ー
商
会
か
ら
鉄
砲
を
購
入
し
て
い
る
。
薩
摩
藩
と
長

州
藩
、
土
佐
藩
は
、
お
た
が
い
に
反
発
す
る
部
分
を
持
ち
な
が
ら
、
実
際
に
は
既

に
協
調
関
係
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
攘
夷

を
う
た
っ
て
幕
府
を
攻
撃
し
な
が
ら
、
八
月
二
十
六
日
に
は
、
薩
摩
藩
か
ら
派
遣

さ
れ
た
家
老
新
納
刑
部
、
藩
士
五
代
友
厚
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
フ
ラ
ン
ス
人
モ

ン
ブ
ラ
ン
と
貿
易
商
社
創
立
の
契
約
に
調
印
し
て
い
る
。
天
皇
の
意
向
と
の
調
整

に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
幕
府
を
よ
そ
に
見
な
が
ら
、
既
に
薩
摩
藩
は
、
天
皇
の
意

向
に
と
ら
わ
れ
ず
外
国
と
一
歩
進
ん
だ
交
渉
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

年
が
明
け
て
慶
応
二
年
一
月
二
十
二
日
、幕
府
は
長
州
藩
の
封
地
十
万
石
減
封
、

藩
主
毛
利
敬
親
蟄
居
隠
居
、
世
子
定
広
永
蟄
居
な
ど
の
長
州
処
分
案
を
決
定
し
て

勅
許
を
受
け
た
。
実
は
こ
う
し
た
表
向
き
の
動
き
の
背
景
で
、
一
月
二
十
一
日
、

長
州
藩
士
桂
小
五
郎
（
木
戸
孝
允
）
と
薩
摩
藩
士
西
郷
隆
盛
は
、
坂
本
龍
馬
の
斡

旋
に
よ
り
京
都
の
薩
摩
藩
邸
で
薩
長
合
従
の
盟
約
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
結
果
四

月
十
四
日
、
薩
摩
藩
士
大
久
保
利
通
は
、
大
坂
城
で
老
中
板
倉
勝
靜
に
書
を
呈
し
、

長
州
征
討
の
非
を
論
じ
同
藩
の
出
兵
を
拒
否
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。

三
六
月
七
日
、
幕
府
軍
艦
が
長
州
藩
領
周
防
大
島
を
砲
撃
し
て
、
第
二
次
長
州
征

討
が
開
始
さ
れ
た
。
七
月
十
八
日
、
広
島
藩
主
浅
野
茂
長
、
岡
山
藩
主
池
田
茂
政
、

鍋
島
藩
主
蜂
須
賀
斉
裕
は
、
連
署
し
て
征
長
の
非
と
解
兵
を
幕
府
・
朝
廷
に
建
言

す
る
。
将
軍
家
茂
が
大
坂
城
で
急
死
し
た
の
は
そ
の
二
日
後
の
七
月
二
十
日
の
こ

と
で
あ
る
。

将
軍
の
死
を
隠
し
た
ま
ま
慶
喜
は
大
討
込
と
称
し
て
自
ら
出
陣
の
準
備
を
進
め

て
い
た
が
、
十
一
日
、
長
州
攻
撃
中
の
幕
府
側
拠
点
小
倉
城
が
八
月
一
日
陥
落
し

た
と
い
う
報
告
が
届
い
た
。
彼
は
即
座
に
出
陣
中
止
を
決
断
し
た
。
容
保
、
定
敬

ら
は
断
固
反
対
す
る
が
、
慶
喜
の
決
意
は
変
わ
ら
ず
、
八
月
十
六
日
、
德
川
慶
喜

は
参
内
し
て
征
長
停
止
を
請
う
。
八
月
二
十
日
、
長
州
征
伐
休
戦
の
勅
命
が
下
さ

れ
る
と
翌
二
十
一
日
幕
府
は
家
茂
の
喪
を
発
し
、慶
喜
の
宗
家
相
続
を
公
表
し
た
。

前
線
で
は
九
月
二
日
、
慶
喜
の
意
を
受
け
た
勝
海
舟
と
長
州
の
広
沢
真
臣
・
井
上

馨
が
宮
島
で
会
談
し
て
休
戦
協
定
を
締
結
、
こ
の
結
果
大
島
口
、
芸
州
口
、
石
州

口
で
戦
闘
は
終
息
し
た
。

こ
の
間
、
朝
廷
と
幕
府
の
間
に
立
っ
て
、
ひ
た
す
ら
京
都
を
守
ろ
う
と
し
て
い

た
会
津
藩
で
は
、
一
方
的
な
慶
喜
の
通
告
に
困
惑
し
、
国
元
へ
現
状
分
析
の
報
告

を
出
し
て
い
る
が
、
幕
府
関
係
以
外
の
情
報
不
足
で
動
き
が
取
れ
な
い
状
態
が
続

い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
在
京
諸
藩
の
有
志
た
ち
と
親
し
く
交
わ
り
情
報
交
換
の

出
来
る
人
材
は
、
会
津
藩
に
は
残
念
な
が
ら
い
な
か
っ
た
。
秋
月
を
蝦
夷
地
か
ら

呼
び
戻
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
京
都
の
情
勢
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
こ
の
後
に
も
大
事
件
が
続
く
。
十
二
月
五
日
、
德
川
慶
喜
が
、
征
夷
大
将
軍
・

内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
幕
府
の
新
体
制
が
整
う
か
と
思
わ
れ
た
矢
先
の
十
二
月
二

十
五
日
、孝
明
天
皇
が
突
然
亡
く
な
っ
た
。
慶
応
三
年
一
月
九
日
、睦
仁
親
王
（
後

の
明
治
天
皇
）
が
践
祚
、
こ
の
時
天
皇
は
十
六
歳
（
満
十
四
歳
）
だ
っ
た
。
関
白
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四
七

と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。（
こ
の
時
胤
浩
に
与
え
た
の
は
、
彼
が
「
飽
抗
刀
」

と
名
付
け
た
会
津
の
刀
匠
林
重
房
の
作
で
、
新
選
組
の
近
藤
勇
が
見
て
是
非
譲
っ

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
程
の
銘
品
だ
っ
た
。
胤
浩
は
こ
の
刀
を
持
っ
て
戊
辰
戦
争
中

敵
と
戦
っ
た
。『
刀
史
』）

四
月
八
日
、容
保
は
、請
暇
帰
国
の
願
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
幕
府
か
ら
内
々

で
許
可
さ
れ
た
と
い
う
通
知
を
受
け
て
彼
は
、
こ
の
こ
と
を
、
尾
張
の
德
川
慶
勝

に
通
報
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
慶
勝
は
容
保
が
守
護
職
を
早
く
辞
任
す
る
よ
う
に

と
思
っ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
喜
び
、

長
々
御
勤
労
之
処
、
近
々
御
暇
之
様
子
、
御
養
生
の
為
め
一
段
之
事
に
候
、

定
て
熱
田
宿
御
止
宿
候
半
、
其
節
名
古
屋
へ
御
滞
留
に
て
寛
〃
京
都
之
様
子

承
り
度
、
且
つ
高
須
よ
り
肥
後
守
の
生
母
呼
寄
候
様
可
致
、
必
ず
御
出
候
様

致
度
候
。

と
容
保
に
手
紙
を
贈
っ
て
い
る
。（『
七
年
史
』）
熱
田
の
宿
で
泊
ま
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
つ
い
で
に
名
古
屋
に
ま
わ
る
と
よ
い
。
京
都
の
話
も
聞
き
た

い
し
、
高
須
に
い
る
容
保
の
実
母
を
呼
ん
で
お
く
か
ら
、
必
ず
立
ち
寄
れ
と
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、肉
親
の
情
愛
が
に
じ
み
出
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

だ
が
情
勢
の
逼
迫
な
ど
で
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

こ
の
時
会
津
藩
の
公
用
局
が
悌
次
郎
に
求
め
た
こ
と
は
、
文
久
の
政
変
の
原
動

力
と
な
っ
た
彼
の
人
脈
に
よ
っ
て
在
京
雄
藩
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
文
久
の
政
変
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
薩
摩
藩
士
の
高
崎
佐
太
郎
が
、

京
都
鴨
川
畔
の
三
本
木
に
あ
っ
た
会
津
藩
士
の
宿
舎
に
悌
次
郎
を
訪
ね
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
動
き
出
し
た
。
そ
の
後
、
排
除
さ
れ
た
長
州
藩
士
か
ら
、
首
謀
者
は

悌
次
郎
だ
と
し
て
暗
殺
者
に
狙
わ
れ
た
と
い
う
事
情
な
ど
か
ら
、
変
事
を
懼
れ
た

藩
庁
は
彼
を
国
元
に
戻
し
て
い
た
。こ
の
時
の
暗
殺
を
計
画
し
た
壮
士
の
中
に
は
、

後
に
日
本
大
学
を
創
始
し
た
山
田
顕
義
な
ど
が
い
る
。
こ
の
時
彼
を
付
け
狙
っ
て

い
た
壮
士
達
は
、悌
次
郎
の
顔
を
は
っ
き
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
取
り
逃
し
た
と
、

維
新
後
悌
次
郎
に
語
っ
た
と
い
う
。
蛤
御
門
の
変
が
勃
発
し
た
時
に
は
、
成
り
行

の
二
条
斉
敬
が
摂
政
と
な
っ
て
新
天
皇
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
月
十
五

日
に
朝
廷
は
、
文
久
・
元
治
年
間
に
処
分
さ
れ
た
公
卿
を
赦
免
す
る
と
い
う
命
令

を
出
す
。
同
じ
日
徳
川
慶
喜
は
、
松
平
容
保
、
松
平
定
敬
を
呼
ん
で
、
長
州
再
征

軍
の
解
兵
を
奏
聞
す
る
た
め
に
使
者
と
な
る
よ
う
命
じ
る
が
、
容
保
は
板
倉
勝
靜

に
征
長
は
先
帝
の
遺
志
で
あ
る
と
し
て
そ
の
不
可
を
申
し
入
れ
、
公
用
局
に
お
い

て
意
見
調
整
を
図
る
。
板
倉
は
容
保
に
引
き
受
け
る
よ
う
連
絡
す
る
が
容
保
は
固

辞
し
て
受
け
ず
、
一
月
十
七
日
病
と
称
し
て
出
仕
も
し
な
か
っ
た
。
幕
府
は
や
む

な
く
板
倉
勝
靜
と
松
平
定
敬
を
使
者
と
し
て
参
内
さ
せ
た
。
幕
府
は
一
月
二
十
三

日
長
州
再
征
軍
解
兵
の
命
を
発
し
、
長
州
藩
と
の
敵
対
関
係
を
と
り
あ
え
ず
解
消

し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
会
津
藩
は
全
く
納
得
せ
ず
、
以
後
容
保
は
、
ほ
と
ん
ど

国
事
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。（『
七
年
史
』）
混
乱
す
る
情
勢
の
中
で
二
月

十
二
日
に
容
保
は
、
守
護
職
辞
表
を
提
出
す
る
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
は

在
京
の
会
津
藩
家
老
、
田
中
玄
淸
、
梶
原
兵
馬
を
必
死
に
説
得
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
会
津
藩
側
で
は
、
藩
内
の
窮
状
を
訴
え
る
た
め
国
家
老
内
藤
介
右
衛
門
信
節

を
上
洛
さ
せ
た
。
内
藤
は
、
京
都
在
勤
中
の
元
治
元
年
四
月
、
二
十
六
歳
で
若
年

寄
に
任
じ
ら
れ
る
が
程
な
く
免
職
、
国
元
に
帰
り
慶
応
二
年
九
月
復
職
、
同
じ
日

に
家
老
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
混
乱
の
ま
っ
た
だ
中
に
秋
月
胤
永
は

京
都
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

五
悌
次
郎
が
京
都
に
到
着
し
た
は
慶
応
三
年
三
月
下
旬
で
あ
る
。「
丸
山
氏
系
図
」

中
秋
月
悌
次
郎
の
項
に
は
、

三
月
二
十
五
日
、
京
都
に
お
い
て
持
席
に
て
公
用
人
方
勤
め
帰
役
仰
せ
付
け

ら
れ
、
格
別
に
御
役
料
二
分
只
今
ま
で
の
通
り
下
さ
れ
候
事
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
間
の
事
情
が
分
か
る
。
公
用
方
か
ら
公
用
人
へ
と
役
職
が
一
ラ

ン
ク
上
が
っ
て
は
い
る
が
、
手
当
の
少
な
さ
が
諸
生
身
分
で
の
出
仕
と
い
う
藩
内

で
の
彼
の
位
置
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
上
洛
に
は
、
故
郷
会
津
若
松
か
ら
、
養

嗣
子
胤
浩
を
同
道
し
て
い
た
。
自
分
の
身
近
で
用
を
足
し
て
く
れ
る
人
物
が
必
要
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八

き
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
独
断
で
上
洛
し
て
事
件
の
本
質
に
つ
い
て
藩
庁
の
当
事

者
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
が
、
藩
庁
は
滞
在
を
許
さ
ず
病
気
と
い
う
な
ら
駕
籠
を

雇
っ
て
で
も
帰
れ
と
す
げ
な
く
追
い
返
し
て
し
ま
う
。
藩
外
で
の
悌
次
郎
の
評
価

の
意
味
を
、
会
津
藩
の
公
用
局
は
十
分
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

元
治
元
年
の
冬
、
会
津
藩
士
は
戦
勝
に
よ
る
恩
賞
の
沙
汰
で
わ
い
て
い
た
が
、
在

京
諸
藩
は
既
に
次
の
事
態
に
備
え
て
動
き
始
め
て
い
た
。
そ
の
後
の
二
年
間
は
悌

次
郎
に
と
っ
て
も
会
津
藩
に
と
っ
て
も
痛
恨
の
空
白
と
な
っ
た
。

六
公
用
局
に
復
帰
し
た
彼
は
、ひ
と
わ
た
り
旧
知
の
人
た
ち
へ
挨
拶
回
り
を
し
た
。

文
久
の
政
変
で
会
津
側
に
立
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
中
川
宮
に
は
、
四
月

五
日
に
出
向
い
て
い
る
。

会
藩
秋
月
悌
次
郎
去
月
上
京
。
又
々
公
用
人
被
申
付
候
由
ニ
テ
参
ル
。
令
対

面
、
蝦
夷
地
産
物
獻
上
候
事
。（『
朝
彦
親
王
日
記
』）

四
月
十
八
日
に
悌
次
郎
は
、
京
都
の
越
前
藩
邸
、
宇
和
島
藩
邸
を
訪
問
、
松
平

春
嶽
、
伊
達
宗
城
に
面
会
し
て
い
る
。
悌
次
郎
が
春
嶽
に
伝
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
公
使
パ
ー
ク
ス
が
四
月
十
三
日
に
敦
賀
旅
行
の
許
可
を
幕
府
に
求
め
て
許
可
さ

れ
た
件
で
、
朝
廷
も
十
五
日
許
可
し
た
が
、
担
当
し
た
広
橋
胤
保
、
六
条
有
容
、

久
世
通
煕
、
野
宮
定
功
ら
が
十
七
日
に
辞
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
そ
の

措
置
に
不
服
な
土
佐
藩
を
脱
藩
し
た
過
激
派
浪
人
が
、
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
関
係

公
卿
を
脅
迫
し
た
か
ら
だ
と
い
う
事
件
の
背
景
の
説
明
で
あ
る
。（『
続
再
夢
紀

事
』）一

方
同
じ
日
悌
次
郎
に
会
っ
た
伊
達
宗
城
は
こ
の
日
の
こ
と
を
、

会
藩
秋
月
悌
次
郎
昨
日
参
、
薩
之
悪
口
致
シ
決
而
彼
藩
抔
ヘ
組
合
不
可
申
ト

議
論
致
候
故
、
程
能
申
置
候
趣
。
尤
近
来
絶
而
会
人
不
來
、
悌
次
郎
ハ
従
来

懇
意
、
来
候
事
ニ
考
候
由
。

と
、
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。（『
伊
達
宗
城
在
京
日
記
』）

注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
城
が
、
悌
次
郎
が
薩
摩
藩
の
悪
口
を
言
っ
た
と
書
い
て

い
る
こ
と
で
、
悌
次
郎
が
薩
摩
藩
の
悪
口
を
言
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
が
帰
洛

後
何
ら
か
の
関
わ
り
を
薩
摩
藩
と
持
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
悌
次
郎
の

薩
摩
藩
邸
訪
問
は
、
十
八
日
以
前
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
宗
城
は
、
最
近
は
会
津
藩
の
人
間
は
全
く
来
た
こ
と
が
な
い
、

悌
次
郎
は
以
前
か
ら
懇
意
に
し
て
い
た
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
こ
と

で
、
会
津
藩
の
情
報
網
の
偏
り
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

七
会
津
藩
が
悌
次
郎
に
期
待
し
た
最
大
の
案
件
が
、
薩
摩
藩
と
の
旧
交
を
回
復
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
財
政
的
な
急
迫
の
中
で
な
ん
と
か
打
開
策
を
見
い
だ
し
た
い

会
津
藩
と
し
て
は
、
禁
門
の
変
後
急
速
に
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
薩
摩
藩
と
の
関

係
回
復
が
急
務
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
孝
明
天
皇
の
存
命
中
は
、
天
皇
と
幕
府
の

間
に
あ
っ
て
一
橋
慶
喜
、
松
平
定
敬
等
と
一
会
桑
と
呼
ば
れ
る
連
係
プ
レ
ー
が
出

来
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
も
西
南
雄
藩
は
独
自
に
交
流
を
続
け
て
い
た
。
胤
永
の

京
都
復
帰
以
前
の
事
態
を
概
観
し
た
中
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
薩
摩
藩
と
長
州
藩

は
、
そ
の
時
々
に
密
か
に
連
係
を
試
み
て
い
る
。
胤
永
が
出
掛
け
て
い
っ
た
薩
摩

藩
は
、
第
二
次
征
長
に
関
し
て
は
、
正
面
切
っ
て
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
。

孝
明
天
皇
亡
き
後
、
西
南
雄
藩
と
の
関
係
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
会
津
藩
に

は
全
く
情
報
ル
ー
ト
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

明
治
二
十
六
年
、第
五
高
等
学
校
教
授
だ
っ
た
彼
は
古
希
を
迎
え
る
。
そ
の
際
、

生
徒
達
が
作
っ
た
『
鎮
西
余
響
』
と
い
う
文
集
に
、
笠
間
益
三
の
手
に
な
る
彼
の

略
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
彼
が
京
都
に
戻
っ
た
頃
の
事
件
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
家
老
の
内
藤
介
右
衛
門
信
節
の
依
頼
を
受
け
て

薩
摩
藩
邸
を
訪
れ
た
と
い
う
。
国
元
か
ら
出
て
き
た
ば
か
り
の
若
い
家
老
が
、
胤

永
に
外
交
関
係
の
指
示
を
出
す
。
会
津
藩
の
無
策
ぶ
り
が
分
か
る
事
例
で
あ
る
。

薩
藩
老
小
松
帯
刀
、
先
生
と
旧
有
り
、
ま
た
適
た
ま
た
ま京

師
に
在
り
。
先
生
将
に
就

き
て
謀
る
所
有
ら
ん
と
す
。
往
き
て
そ
の
館
を
訪
ふ
。
帯
刀
相
逢
ふ
遽い

と
まあ

ら

ず
。
少

し
ば
ら
くし

て
、
海
江
田
武
治
出
で
て
曰
く
、
君
何
用
有
る
や
と
。
先
生
従
容
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四
九

と
し
て
曰
く
、
余
久
し
く
蝦
夷
に
在
り
て
、
近
時
貴
藩
と
の
交
際
如
何
な
る

や
を
知
ら
ず
。
聞
く
が
如
く
ん
ば
前
日
に
大
異
す
。
余
が
今
日
の
来
意
は
、

首
は
久
光
公
来
朝
を
賀
し
、
か
つ
小
松
君
と
面
し
二
藩
前
日
の
交
を
復
さ
ん

と
謀
る
に
在
り
と
。
武
治
少
し
く
氷
釈
す
る
所
有
り
、
即
ち
入
り
て
、
帯
刀

と
先
生
相
見
え
し
む
。
先
生
帯
刀
に
語
る
に
、肝
胆
を
以
て
す
と
い
へ
ど
も
、

帯
刀
た
だ
唯
々
を
以
て
答
ふ
の
み
、終
に
旧
に
復
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。（
原　

漢
文
）

文
中
の
先
生
と
は
、
胤
永
の
こ
と
、
生
徒
の
手
に
な
る
文
章
だ
か
ら
敬
称
が
使

わ
れ
て
い
る
。
島
津
久
光
の
上
洛
は
四
月
十
二
日
だ
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
胤
永
は
京
都
に
来
て
い
た
薩
摩
藩
家
老
小
松
帯
刀
と
現
下
の
情
勢
に
つ
い

て
話
し
合
い
た
い
と
、
薩
摩
藩
邸
を
訪
ね
た
。
帯
刀
は
忙
し
く
て
会
う
暇
が
な
い

と
し
て
、
藩
士
の
海
江
田
武
治
が
胤
永
に
ど
う
い
う
用
件
か
と
尋
ね
た
。
自
分
は

な
が
ら
く
蝦
夷
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
最
近
の
会
津
藩
と
薩
摩
藩
と
の
関
係
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
以
前
と
は
一
変
し
て
い
る
と

い
う
。
今
日
の
訪
問
の
主
た
る
目
的
は
、
久
光
公
の
上
洛
を
賀
し
、
さ
ら
に
小
松

氏
と
面
会
し
て
会
薩
二
藩
の
関
係
を
以
前
の
よ
う
に
親
密
に
し
た
い
た
め
で
あ

る
。
そ
う
答
え
る
と
、
海
江
田
は
納
得
し
た
よ
う
で
小
松
に
取
り
次
い
だ
。
帯
刀

と
面
会
し
て
胤
永
は
肝
胆
を
砕
い
て
真
情
を
吐
露
し
た
が
、
帯
刀
は
、
た
だ
ウ
ン

ウ
ン
と
う
な
ず
く
の
み
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
会
津
藩
士
の
訪
問
に
帯
刀
が
聞
き
流
す
以
外
方
法
が
な
か
っ
た
こ

と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
後
年
牧
野
謙
次
郎
が
胤
永
か
ら

聞
い
た
話
と
し
て
『
維
新
伝
疑
史
話
』
第
四 

識
見
「
四
十
一　

会
津
の
秋
月
自

か
ら
其
の
迂
闊
を
哂
ふ
」）
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

会
津
の
秋
月
胤
永
（
悌
二
郎
）
嘗
て
予
輩
に
語
り
て
曰
は
く
、
今
よ
り
し
て

之
を
思
へ
ば
、
迂
な
る
か
な
予
が
輩
や
。
宜
な
り
、
薩
長
の
為
に
一
敗
し
て

起
つ
こ
と
能
は
ざ
り
し
こ
と
は
。
昔
我
が
寡
君
（
容
保
）
守
護
職
を
以
て
京

都
に
在
り
。
元
治
蛤
門
の
戦
後
、
説
を
伝
ふ
る
者
あ
り
、
曰
は
く
、
薩
長
の

密
約
成
れ
り
と
。時
に
我
が
藩
固
く
薩
を
信
じ
互
に
深
く
結
托
す
る
所
あ
り
。

然
れ
ど
も
其
の
説
稍
々
盛
な
れ
ば
、
予
乃
ち
知
れ
る
所
の
小
松
帯
刀
（
薩
摩

用
事
の
家
老
）
を
訪
ひ
探
問
せ
ん
と
欲
し
、
薩
邸
に
至
り
来
訪
を
通
ず
。
一

士
人
あ
り
出
で
迎
へ
て
曰
は
く
、
小
松
は
、
朝
来
緊
急
の
事
生
じ
、
今
方
に

別
室
に
あ
り
。
請
ふ
少
く
待
た
れ
よ
と
。
予
乃
ち
他
日
を
約
し
帰
意
を
告
ぐ
。

又
良
々
久
し
く
し
て
海
江
田
武
次
来
り
て
曰
は
く
、
小
松
は
藩
事
の
辞
す
ベ

か
ら
ざ
る
者
あ
り
。
今
日
は
遺
憾
な
が
ら
失
礼
す
。
急
用
な
ら
ば
、
某
請
ふ

代
り
聴
き
以
て
小
松
に
伝
へ
ん
と
。
予
心
に
謂
ら
く
、
機
事
固
よ
り
彼
の
輩

と
与
に
語
る
べ
き
に
あ
ら
ず
と
。乃
ち
辞
し
て
帰
る
。是
の
日
朝
五
ツ
時
（
今

の
午
前
八
時
）
よ
り
夕
方
七
ツ
時
（
今
の
午
後
四
時
）
に
至
る
ま
で
、
空
し

く
薩
邸
に
小
松
を
待
て
り
。
後
日
之
を
聞
く
に
、
薩
長
の
密
約
は
実
に
是
の

日
を
以
て
京
都
に
於
て
成
れ
り
。
小
松
氏
よ
り
観
れ
ば
必
ず
云
は
ん
、
会
津

の
愚
、
何
ぞ
其
れ
迂
な
る
や
と
。

　

こ
ち
ら
の
話
で
は
、
胤
永
は
小
松
と
会
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
午

前
八
時
か
ら
午
後
四
時
迄
空
し
く
薩
摩
藩
邸
で
小
松
を
待
ち
続
け
た
が
、
実
に
そ

の
日
こ
そ
京
都
に
お
い
て
薩
長
同
盟
が
成
立
し
た
日
だ
っ
た
と
あ
り
、
小
松
か
ら

見
た
ら
ば
「
会
津
は
何
と
世
間
知
ら
ず
の
愚
か
者
か
」
と
い
う
に
違
い
な
い
と
一

層
劇
的
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
に
つ
い
て
は
牧
野
が
「
会
津
の
秋
月
自

か
ら
そ
の
迂
闊
を
晒
ふ
」
と
い
う
題
名
に
し
て
い
る
と
お
り
、
い
か
に
自
分
た
ち

が
迂
闊
だ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
話
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
徳
田

武
は
、『
秋
月
韋
軒
伝
』
に
お
い
て
こ
の
事
件
を
「
韋
軒
が
京
都
に
在
る
時
に
成
っ

た
薩
長
の
密
約
と
い
う
と
、
慶
応
元
年
六
月
二
十
四
日
、
西
郷
隆
盛
が
京
都
の
薩

摩
藩
邸
で
坂
本
龍
馬
ら
と
会
見
し
て
長
州
藩
の
武
器
購
入
を
助
力
す
る
事
を
約
し

た
件
く
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
慶
応
元
年
六
月
頃
の
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
秋
月
は
会
津
に
い
た
。
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。
秋
月
の

表
現
に
は
、
ま
ま
文
飾
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
し
て
き
た
と
お

り
で
、
薩
長
の
密
約
当
日
と
い
う
よ
り
そ
う
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
た
頃
と
い
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五
〇

い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
九
月
十
八
日
に
、
薩
摩
藩
と
長
州
藩
と
は
挙
兵
倒
幕

を
約
し
て
い
る
。（
二
十
日
、
広
島
藩
も
参
加
。）

九
九
月
二
十
日
、
幕
府
若
年
寄
格
永
井
尚
志
は
、
後
藤
象
二
郎
を
招
き
、
土
佐
藩

が
計
画
し
て
い
る
大
政
奉
還
の
建
白
を
早
く
出
す
よ
う
伝
え
、
近
藤
勇
を
紹
介
し

た
。
近
藤
は
、
長
州
藩
が
反
省
、
悔
悟
が
な
く
て
は
幕
府
の
中
で
議
論
が
収
ま
ら

な
い
。
と
後
藤
に
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
藤
は
幕
府
が
国
難
を
気
に
せ
ず
征
討

等
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
間
違
い
だ
と
い
っ
た
の
で
近
藤
は
黙
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。（『
寺
村
左
膳
手
記
』）
幕
府
の
側
か
ら
大
政
奉
還
の
建
白
書

を
早
く
出
せ
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
慶
喜
に
は
も
ち
ろ
ん
、
大
政
奉
還
が
、

自
分
と
国
の
運
命
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
か
分
か
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
会
津
藩
は
、
近
藤
の
発
言
で
わ
か
る
よ
う
に
あ
い
か
わ
ら
ず
長
州
藩
の

姿
勢
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
大
局
的
に
問
題
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
か
っ

た
の
だ
。
両
者
の
現
状
認
識
の
隔
た
り
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
こ
こ
に
幕
府
の

不
幸
が
あ
っ
た
。
慶
喜
は
問
題
の
把
握
に
優
れ
大
局
的
な
判
断
が
下
せ
る
と
同
時

に
、そ
の
際
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
よ
い
か
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
人
物
で
あ
る
。

彼
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
分
の
主
張
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
意
図
を
汲
ん

で
手
足
と
な
っ
て
働
く
部
下
が
必
要
だ
っ
た
。
先
代
将
軍
家
茂
の
下
で
慶
喜
が
補

佐
役
を
果
た
し
て
い
た
ら
事
態
は
あ
る
い
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
家

茂
が
亡
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
補
佐
役
だ
っ
た
慶
喜
が
前
面
に
出
て
、
事
態
の
解
決

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
慶
喜
の
考
え
を
汲
ん
で
動
く
に
は
、
容

保
、定
敬
は
、こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
縛
ら
れ
す
ぎ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ

て
い
た
の
だ
。

九
月
二
十
一
日
、
慶
喜
は
内
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
翌
日
、
土
佐
藩

は
大
政
奉
還
の
建
白
書
の
提
出
を
決
め
、
老
中
板
倉
勝
靜
に
面
会
を
求
め
た
。
板

倉
は
二
十
四
日
に
会
う
と
答
え
る
が
こ
れ
は
延
期
に
な
る
。土
佐
藩
は
十
月
二
日
、

薩
摩
藩
の
小
松
帯
刀
か
ら
提
出
賛
成
と
い
う
答
を
受
け
て
、
三
日
、
後
藤
象
二
郎

う
理
解
で
よ
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
悌
次
郎
が
薩
摩
藩
邸
に
赴
い
た
の
は
、
久
光

が
上
洛
し
た
四
月
十
二
日
以
後
、
宗
城
に
薩
摩
藩
の
悪
口
を
言
っ
た
と
い
う
四
月

十
七
日
以
前
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
こ
の
頃
か
ら
、
事
件
を
追
っ
て
事
態
の
変
化
を
み
て
ゆ
く
と
、
倒
幕
へ
の
気
運

が
急
速
に
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

四  

月
、
土
佐
藩
、
坂
本
龍
馬
の
亀
山
社
中
を
同
藩
海
援
隊
と
し
、
龍
馬
を
隊
長
に

任
命
。

五  

月
二
十
一
日
、
土
佐
藩
士
板
垣
退
助
、
中
岡
慎
太
郎
ら
、
薩
摩
藩
士
小
松
帯
刀
、

西
郷
隆
盛
ら
と
京
都
で
倒
幕
計
画
を
密
約
。

五  

月
二
十
三
日
、慶
喜
、参
内
し
て
長
州
藩
処
分
、兵
庫
開
港
の
勅
許
を
奏
請
。（
二

十
四
日
、
兵
庫
開
港
の
み
許
可
。）

六  

月
二
十
二
日
、
土
佐
藩
士
後
藤
象
二
郎
、
坂
本
龍
馬
ら
、
薩
摩
藩
士
大
久
保
利

通
、
西
郷
隆
盛
、
小
松
帯
刀
ら
と
会
談
し
、
大
政
奉
還
な
ど
を
内
容
と
し
た
薩

土
盟
約
を
締
結
。

七  

月
二
十
九
日
、
中
岡
慎
太
郎
、
京
都
土
佐
藩
邸
を
本
陣
と
し
て
陸
援
隊
を
組
織
。

七 

月
、
大
久
保
利
通
ら
、
幽
居
中
の
岩
倉
具
視
と
共
に
王
政
復
古
を
計
画
。

　

九
月
十
三
日
、
中
川
宮
は
「
防
長
の
も
の
が
大
坂
に
来
た
時
は
…
」
と
悌
次
郎

に
質
問
し
た
。
悌
次
郎
は
中
川
宮
家
に
は
こ
れ
ま
で
も
度
々
出
向
い
て
お
り
、
宮

家
の
家
政
上
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
ほ
か
、
公
用
局
か
ら
の
依
頼
案
件

な
ど
を
報
告
し
た
り
、
あ
る
い
は
宮
か
ら
他
の
公
卿
に
対
す
る
連
絡
を
頼
ま
れ
た

り
し
て
い
る
。
特
に
摂
政
二
条
斉
敬
の
元
へ
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
入
り
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
川
宮
と
斉
敬
と
の
連
絡
係
を
し
て
い
る
案
件
が
あ
る
こ
と

や
、
中
川
宮
が
以
前
幕
臣
原
市
之
進
が
つ
と
め
て
い
た
役
割
を
近
藤
勇
に
さ
せ
た

い
が
ど
う
か
と
秋
月
に
相
談
し
て
い
る
こ
と
で
、
中
川
宮
の
信
頼
が
あ
つ
く
、
宮

は
彼
を
中
川
宮
家
の
家
令
と
し
て
会
津
藩
か
ら
借
り
受
け
た
い
と
ま
で
い
っ
て
い

る
。
こ
の
問
い
は
、
薩
長
の
情
報
が
全
く
中
川
宮
や
幕
府
関
係
者
に
届
い
て
い
な
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五
一

が
、
板
倉
勝
靜
に
前
土
佐
藩
主
山
内
豊
信
の
大
政
奉
還
の
建
白
書
を
提
出
し
た
。

同
じ
日
薩
摩
藩
は
、
藩
士
益
満
休
之
助
を
江
戸
へ
派
遣
し
た
。
こ
れ
は
西
郷
隆

盛
の
差
し
金
で
、
益
満
の
顔
の
広
さ
を
頼
り
に
江
戸
で
浪
士
等
を
語
ら
っ
て
、
幕

府
に
戦
争
を
仕
掛
け
る
名
目
に
な
る
よ
う
な
事
件
を
起
こ
し
て
こ
い
と
い
わ
れ
た

と
い
う
。
桐
野
利
秋
は
こ
れ
を
『
京
在
日
記
』
の
中
で
、「
彼
表
ニ
義
挙
賦く
ば

り
」

と
い
っ
て
い
る
。

　

一
日
、
西
郷
が
木
屋
に
益
満
を
呼
ん
で
、
お
前
江
戸
に
行
つ
て
呉
れ
。
予か
ね

て
お
前
は
同
志
の
仲
間
も
広
い
か
ら
、
江
戸
に
出
て
浪
士
等
と
雑
せ
返
し
て

来
い
。
さ
う
す
れ
ば
必
ず
兵
を
向
け
る
で
あ
ら
う
。
其
時
は
出
た
り
隠
れ
た

り
し
て
充
分
に
雑
ぜ
返
し
て
呉
れ
。
其
揚
句
に
は
抵
抗
し
て
来
い
と
云
ふ
こ

と
を
申
し
聞
け
た
さ
う
で
す
。
そ
こ
で
益
満
は
得
意
の
事
で
あ
る
か
ら
喜
ん

で
受
け
あ
ひ
、
伊
牟
田
等
を
列
れ
て
江
戸
に
出
、
浪
士
を
集
む
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
長
州
よ
り
も
二
、
三
人
来
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
落
合
直
亮
『
史
談
会
速
記
録
』
十
二
輯
）

益
満
は
得
意
の
こ
と
だ
か
ら
と
喜
ん
で
出
て
行
っ
た
と
い
う
。（
こ
れ
が
、
十

二
月
の
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
に
つ
な
が
る
。
幕
府
関
係
者
を
排
除
、
敵
に
仕
立
て

る
と
い
う
西
郷
の
謀
略
が
み
ご
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。）

十
事
態
は
一
気
に
動
き
出
す
。
十
月
四
日
に
は
、
寺
村
左
膳
、
神
山
左
多
衛
が
、

二
条
斉
敬
邸
に
建
白
書
の
写
し
を
届
け
る
。
一
方
後
藤
象
二
郎
ら
土
佐
藩
士
五
名

が
、
同
日
夜
会
津
藩
士
小
野
権
之
丞
、
外
島
機
兵
衛
、
諏
訪
常
吉
、
上
田
伝
次
、

四
人
を
近
喜
楼
へ
招
い
て
、
大
政
奉
還
建
白
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

今
般
如
何
之
意
底
を
以
建
白
ニ
及
候
段
演
舌
ス
。会
藩
意
外
之
事
ト
推
察
ス
。

併
し
別
ニ
異
論
も
な
し
。
四
時
各
帰
宅
。

会
藩
ハ
無
二
ノ
幕
府
論
ナ
ル
カ
故
ニ
、
大
政
返
上
ノ
事
ハ
勿
論
不
同
意
ノ
訳

也
。
サ
レ
ト
当
時
ノ
薩
藩
論
ノ
如
キ
ニ
比
ス
レ
ハ
、
其
旨
意
幕
府
ヲ
保
佐
ス

ル
ノ
意
ア
ル
ヲ
以
テ
、
吾
藩
之
論
ヲ
弁
難
ス
ル
不
能
モ
ノ
ヽ
如
シ
。（『
寺
村

左
膳
道
成
日
記
』）

会
津
藩
は
、
無
二
の
幕
府
中
心
だ
か
ら
、
大
政
返
上
は
不
同
意
の
は
ず
だ
が
、

薩
摩
藩
の
倒
幕
論
に
比
べ
た
ら
こ
ち
ら
の
意
見
は
幕
府
を
補
佐
す
る
趣
旨
な
の

で
、む
げ
に
非
難
は
し
か
ね
た
よ
う
だ
。
こ
れ
が
土
佐
藩
の
受
け
止
め
方
だ
っ
た
。

翌
十
月
五
日　

近
藤
勇
が
、
後
藤
象
二
郎
に
建
白
書
の
写
し
見
せ
て
ほ
し
い
と

手
紙
を
出
し
て
い
る
。
会
津
藩
内
で
も
よ
う
や
く
動
き
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

近
藤
勇
が
直
接
後
藤
象
二
郎
と
話
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

彼
は
中
川
宮
が
原
の
代
わ
り
に
推
薦
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
新
選
組
の
無
骨
で
粗
野
な
イ
メ
ー
ジ
の
武
芸
者
と
は
異
な
る
視

野
の
広
い
着
実
な
性
格
の
人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
と
は
別
に
大
政
奉
還
の
建
白
に
対
す
る
会
津
藩
の
様
子
を
、
中
根
雪
江
が

記
録
し
て
い
る
。

会
藩
は
其
砌
及
一
論
候
処
、
外
島
機
兵
衛
、
手
代
木
直
右
衛
門
之
両
人
は
尤

と
存
候
得
共
、
猶
衆
議
之
上
可
及
返
答
と
の
事
に
而
、
三
日
之
後
、
議
論
両

端
に
分
れ
候
間
、
今
暫
待
呉
候
様
と
の
事
に
而
、
第
八
日
之
後
、
君
前
に
而

定
論
、
御
同
意
之
段
及
御
挨
拶
候
様
、
会
侯
被
命
候
由
に
而
返
答
有
之
、
表

向
同
心
候
得
共
、
油
断
は
出
来
不
申
候
由
。（『
丁
卯
日
記
』）

会
津
藩
で
は
こ
の
建
白
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
外
島
機
兵
衛
、
手
代
木

直
右
衛
門
の
二
人
は
納
得
し
て
い
た
が
一
応
相
談
の
上
返
答
す
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
三
日
後
に
意
見
が
二
極
対
立
し
て
い
る
の
で
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
八
日
目
に
藩
公
の
前
で
藩
論
を
同
意
に
ま
と
め
、

そ
の
よ
う
に
返
答
せ
よ
と
藩
公
に
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
返
事
が
あ
っ
た
。

た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
は
表
向
き
は
同
意
と
い
う
こ
と
だ
が
、
油
断
は
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

容
保
が
守
護
職
を
拝
命
し
て
、公
用
局
が
設
置
さ
れ
た
時
に
決
め
た
、メ
ン
バ
ー

全
員
が
討
議
し
て
策
を
決
め
る
と
い
う
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
伝

聞
は
分
か
ら
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
当
時
会
津
藩
の
表
だ
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
手
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五
二

代
木
と
外
島
に
は
、
こ
こ
に
い
た
る
事
情
が
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の
だ
。
悌
次
郎

は
、
こ
の
時
ど
う
し
て
い
た
の
か
、
こ
こ
に
彼
の
名
は
出
て
こ
な
い
。

十
月
六
日
、
広
島
藩
主
浅
野
茂
長
が
、
同
じ
建
白
書
を
幕
府
に
提
出
す
る
が
、

同
じ
日
に
、
薩
摩
藩
士
大
久
保
利
通
、
長
州
藩
士
品
川
弥
二
郎
は
、
反
幕
派
の
公

卿
岩
倉
具
視
、
中
御
門
経
之
と
、
王
政
復
古
策
を
協
議
し
て
い
る
。

十
月
十
三
日
、
大
政
奉
還
の
建
白
書
を
受
け
た
幕
府
で
は
、
德
川
慶
喜
が
在
京

十
万
石
以
上
の
諸
藩
の
重
臣
を
二
条
城
に
集
め
て
、
大
政
奉
還
に
つ
い
て
諮
問
し

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
慶
喜
は
新
し
い
政
治
体
制
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
西

周
に
西
洋
議
会
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
い
た
。
も
と
も
と
慶
喜
は
、
幕

府
が
日
米
和
親
条
約
を
調
印
し
た
時
に
は
天
皇
の
裁
可
を
受
け
て
い
な
い
と
し

て
、
手
続
き
問
題
を
理
由
に
不
時
の
登
城
を
し
た
過
去
の
事
件
を
見
て
も
分
か
る

と
お
り
、
水
戸
家
の
尊
皇
思
想
を
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
、
条
件
が
整
え
ば
政
権

返
上
を
断
る
い
わ
れ
は
な
い
。
そ
の
翌
日
、
慶
喜
は
、
朝
廷
に
大
政
奉
還
上
表
を

提
出
し
た
。
意
見
を
調
整
し
た
上
で
事
態
の
解
決
を
図
る
と
い
う
幕
府
側
の
こ
う

し
た
動
き
に
対
し
て
、
反
幕
府
側
の
急
進
派
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

日
本
の
歴
史
に
は
、
現
役
の
政
権
担
当
者
の
政
敵
に
、
内
々
で
天
皇
な
い
し
は

上
皇
な
ど
皇
室
関
係
者
が
密
勅
を
下
す
と
い
う
例
が
幾
度
か
あ
る
。
こ
の
時
は
、

岩
倉
具
視
が
十
月
十
三
日
、
薩
摩
藩
主
に
討
幕
の
密
勅
を
下
し
、
幕
府
を
通
さ
ず

長
州
藩
主
父
子
に
官
位
復
旧
の
宣
旨
を
渡
す
。
さ
ら
に
十
月
十
四
日
、
三
条
実
愛

は
、
長
州
藩
主
父
子
に
討
幕
の
密
勅
を
渡
し
て
い
る
。（
こ
れ
は
当
時
か
ら
偽
勅

だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
朝
廷
の
合
議
と
い
う
も
の
が
形
式
化
し
て
い
て
一
部
の
策

士
の
思
う
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。）

十
一十

月
十
五
日
、
大
政
奉
還
の
勅
許
が
だ
さ
れ
た
。
事
態
の
急
変
を
受
け
て
、
容

保
は
、
翌
日
内
田
武
八
に
親
書
を
持
た
せ
て
国
元
に
派
遣
し
た
。 

親
書
の
中
で

容
保
は
、
京
都
の
情
勢
を
記
し
た
上
で
、
万
一
に
備
え
て
諸
政
策
を
刷
新
し
兵
制

を
整
え
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ
を
み
た
国
元
の
家
老
座
で
は
即
日
意
見
を
ま
と

め
、
家
老
田
中
土
佐
、
神
保
内
蔵
助
、
萱
野
権
兵
衛
が
若
松
を
出
発
し
て
京
に
向

か
っ
た
。
親
書
に
は
、

能
と
武
八
遣
候
。
爰
元
不
容
易
形
勢
は
委
曲
家
老
共
よ
り
申
遣
、
承
知
致
候

筈
に
候
。
此
上
は
拙
者
所
存
は
、
家
老
始
一
和
一
力
に
相
成
、
有
ら
ん
限
之

力
を
尽
し
、
累
代
之
御
恩
を
奉
報
候
外
他
事
無
之
候
。
右
は
固
よ
り
覚
悟
之

事
に
候
得
共
、
此
上
は
猶
又
如
何
成
不
慮
之
儀
生
候
も
難
計
、
就
而
も
軍
政

筋
始
改
革
を
最
第
一
之
急
務
と
致
候
処
、
右
は
明
春
爰
元
へ
打
寄
、
決
議
候

筈
に
候
得
共
、
前
段
之
都
合
に
付
而
は
、
乍
大
義
至
急
に
登
京
致
呉
、
直
に

論
決
之
上
、
万
事
今
日
よ
り
手
卸
し
致
候
様
致
度
候
、
然
し
若
狭
（
筆
者
注　

喜
徳
）
も
在
国
之
事
に
有
之
、
殊
に
留
主
之
儀
は
古
よ
り
大
任
と
致
候
事
に

候
得
は
、
是
又
申
合
之
上
、
一
人
は
居
残
、
国
内
之
儀
聊
案
筋
無
之
様
、
破

格
に
吟
味
を
凝
し
、
二
百
里
外
相
隔
候
と
も
爰
元
合
体
、
余
か
苦
心
を
察
し
、

憤
発
興
起
致
呉
候
様
頼
入
候
也
。（『
会
津
藩
文
書
』）

と
あ
っ
て
、
喜
徳
が
国
元
に
い
る
か
ら
、
彼
を
中
心
に
一
致
団
結
し
て
こ
ち
ら
と

共
同
歩
調
が
取
れ
る
よ
う
な
体
制
を
作
れ
と
い
っ
て
る
。                                               

十
月
二
十
五
日
、
慶
喜
は
将
軍
職
辞
任
を
奏
請
す
る
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

徳
川
慶
喜
が
大
政
を
奉
還
し
た
こ
と
に
よ
り
江
戸
幕
府
の
支
配
は
終
わ
り
を
告

げ
た
。
だ
が
新
し
い
政
治
体
制
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
慶
喜
の
将
軍
職
辞
任
は
許
さ

れ
ず
、京
都
守
護
職
も
残
さ
れ
た
。
朝
廷
と
大
名
諸
侯
と
の
関
係
も
あ
い
ま
い
で
、

新
体
制
へ
向
け
て
の
駆
け
引
き
が
激
し
か
っ
た
。
慶
喜
が
、
徳
川
家
も
諸
侯
の
一

つ
と
な
っ
て
新
政
府
に
参
加
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
こ
の
日
、
薩
摩
藩
の
吉
井
幸
輔
は
、
先
に
江
戸
の
派
遣
し
た
益
満
休
之
助
、

伊
牟
田
正
平
に
対
し
て
、
事
情
が
変
わ
っ
た
の
で
、
浪
士
達
に
勝
手
な
行
動
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
だ
が
彼
ら
は
そ
ん
な
連
絡
に
は
見

向
き
も
し
な
か
っ
た
。
一
方
松
平
容
保
、松
平
定
敬
等
会
津
、桑
名
の
両
藩
に
と
っ

て
は
、
そ
こ
に
至
る
以
前
に
、
孝
明
天
皇
の
許
で
執
行
し
て
き
た
正
義
が
、
新
政

権
で
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
次
へ
の
出
発
点
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
長
州
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五
三

藩
の
処
遇
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
事
件
で
あ
る
。
皇
居
を
武
力
攻
撃
し
た
長
州
藩

が
、
新
政
府
に
そ
の
ま
ま
諸
侯
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
法
治
主
義
の
精
神
か
ら

し
て
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
が
会
津
藩
の
認
識
で
あ
る
。
会
津
藩
で
は
必
死
で
同

志
を
増
や
そ
う
と
各
藩
に
働
き
か
け
た
。
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
在
京
の
会
津

藩
士
が
、
水
戸
・
岡
山
・
島
原
・
盛
岡
・
浜
田
・
仙
台
藩
士
と
会
し
、
時
事
を
協

議
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
仙
台
藩
の
『
慶
応
丁
卯
筆
記
』に
よ
る
と
、

出
席
し
た
会
津
藩
関
係
者
は
、
小
野
権
之
丞
、
手
代
木
直
右
衛
門
、
上
田
伝
次
、

秋
月
悌
次
郎
、
倉
沢
右
兵
衛
の
五
名
、
こ
の
時
の
会
合
は
単
な
る
親
睦
の
み
だ
っ

た
と
い
う
が
、
情
報
交
換
に
重
用
な
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

十
二そ

ん
な
中
で
、
十
一
月
二
十
九
日
に
長
州
藩
の
武
装
勢
力
が
大
阪
湾
岸
尼
崎
の

打
出
浜
に
上
陸
し
、
上
洛
の
意
志
を
宣
言
し
た
。
大
政
を
奉
還
し
た
以
上
問
題
は

朝
廷
の
裁
量
に
あ
る
と
し
て
い
た
慶
喜
に
対
し
て
、
容
保
、
定
敬
は
激
し
く
反
発

し
た
。
会
津
藩
士
が
二
条
家
な
ど
の
屋
敷
に
出
掛
け
て
長
州
藩
の
処
置
に
つ
い
て

陳
情
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
十
二
月
五
日
、
松
平
春
嶽
が
慶
喜
に
大
坂
城
で

面
会
、
会
津
藩
が
口
出
し
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
慶
喜

は
会
津
、
紀
州
な
ど
の
藩
に
対
し
て
以
後
は
朝
廷
の
指
図
に
従
う
よ
う
に
命
じ
、

会
津
藩
へ
は
平
山
図
書
が
手
代
木
に
そ
の
旨
通
達
し
て
説
得
し
た
。

十
二
月
五
日
、
二
条
斉
敬
の
命
を
受
け
て
戸
田
大
和
守
忠
志
（
幕
府
若
年
寄
）

が
急
遽
大
坂
城
に
来
て
慶
喜
と
対
面
し
、
長
州
藩
の
処
分
に
つ
い
て
、
容
保
、
定

敬
を
交
え
て
議
論
し
た
。
容
保
、
定
敬
等
は
強
硬
論
で
激
し
く
反
論
し
た
が
、
最

終
的
に
慶
喜
か
ら
天
皇
の
裁
断
に
従
う
と
い
う
返
答
を
取
り
付
け
た
。

十
二
月
八
日
、
摂
政
二
条
斉
敬
は
、
国
事
係
宮
、
公
卿
、
大
将
軍
（
慶
喜
）
以

下
在
京
の
諸
侯
を
集
め
て
会
議
を
開
い
た
。
慶
喜
、
容
保
、
定
敬
は
病
気
と
称
し

て
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
席
上
で
三
条
実
美
以
下
、
文
久
の
政
変
時
に
官
位

を
剥
奪
さ
れ
た
公
卿
の
官
位
を
元
に
戻
し
、
長
州
藩
主
毛
利
大
膳
父
子
の
罪
を
許

し
官
位
を
復
し
て
入
京
を
許
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
に
反
対
す
る
勢

力
の
鎮
撫
は
慶
喜
に
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
決
定
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

駆
け
引
き
の
最
後
に
反
幕
府
派
が
京
都
の
支
配
権
を
確
立
し
た
十
二
月
九
日
、
王

政
復
古
の
大
号
令
が
下
っ
た
。
こ
の
日
開
か
れ
た
小
御
所
会
議
で
は
、
慶
喜
の
処

遇
を
巡
っ
て
議
論
が
紛
糾
し
た
が
、
孝
明
天
皇
時
代
か
ら
幕
府
側
と
協
調
体
制
を

取
っ
て
き
た
親
幕
派
公
卿
、
穏
健
派
の
藩
公
を
抑
え
た
過
激
派
が
議
論
を
リ
ー
ド

し
て
、
慶
喜
に
辞
官
納
地
を
命
じ
る
決
定
を
下
し
た
。
京
都
御
所
の
警
固
は
薩
摩

藩
兵
ら
に
命
じ
ら
れ
、
会
津
藩
、
桑
名
藩
は
警
備
か
ら
外
さ
れ
た
。
旧
幕
府
側
に

対
す
る
包
囲
網
が
厳
重
に
な
る
中
で
、
薩
摩
藩
が
二
条
城
の
幕
府
軍
を
攻
撃
す
る

と
い
う
噂
が
広
が
っ
た
。
十
二
月
十
一
日
、
手
代
木
直
右
衛
門
は
二
条
城
で
越
前

藩
士
の
中
根
雪
江
、
酒
井
十
之
丞
に
向
か
っ
て
、

薩
兵
既
に
城
へ
迫
る
の
報
知
あ
り
、
先
き
ん
す
る
時
は
人
を
制
す
、
今
討
た

す
ん
は
戦
機
を
失
し
て
敗
を
取
ら
ん
と
す
、
如
何
思
ふ

と
血
眼
に
な
っ
て
詰
問
し
た
。
雪
江
ら
は
虚
報
で
事
実
で
は
な
い
と
説
得
し
た
の

で
そ
の
時
は
お
さ
ま
っ
た
が
、
暫
く
す
る
と
走
り
寄
っ
て
き
て

薩
兵
今
已
に
竹
屋
町
通
よ
り
押
来
る
と
、
斥
候
之
者
よ
り
申
出
た
り
、
如
何

あ
ら
ん

と
騒
ぎ
立
て
る
。
今
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
彼
ら
が
朝
敵
に
さ
れ
る
。
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
雪
江
は
言
い
含
め
た
が
、
と
に
か
く
城
中
で
は
こ
ん
な
騒
ぎ

に
な
っ
て
い
た
。（『
丁
卯
日
記
』）
翌
十
二
月
十
二
日
、
混
乱
を
避
け
る
た
め 

慶

喜
は
、
容
保
、
定
敬
を
引
き
連
れ
二
条
城
を
出
て
大
坂
城
に
入
っ
た
。
十
五
日
付

け
で
松
平
容
保
、
松
平
定
敬
は
、
京
都
守
護
職
、
京
都
所
司
代
を
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
、

会
津
藩
は
文
字
通
り
京
都
に
お
け
る
公
務
を
終
え
た
。

十
三十

二
月
十
四
日
に
な
っ
て
、
王
政
復
古
の
報
が
江
戸
の
会
津
藩
邸
に
届
い
た
。

こ
の
報
告
を
一
番
は
じ
め
に
聞
か
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
留
学
生
と
し
て
江
戸
に
来

て
い
た
書
生
の
永
岡
敬
次
郎
で
あ
る
。
彼
は
即
座
に
藩
の
江
戸
留
学
生
に
呼
び
か

け
て
、
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
芝
新
橋
銭
座
に
あ
っ
た
藩
邸
の
学
校
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五
四

で
会
合
を
持
っ
た
。
こ
の
時
集
ま
っ
た
書
生
は
四
十
数
人
、
口
々
に
「
今
こ
そ
戦

う
時
だ
。
勉
強
な
ど
し
て
い
る
時
で
は
な
い
。」と
唱
え
衆
議
一
決
、永
岡
敬
次
郎
、

浮
洲
七
郎
等
が
藩
の
責
任
者
上
田
学
太
輔
に
西
上
の
許
可
を
求
め
た
。
上
田
は

中
々
う
ん
と
言
わ
な
か
っ
た
が
、
永
岡
が
、
学
校
奉
行
の
町
田
伝
八
に
向
か
っ
て
、

許
可
が
な
け
れ
ば
脱
藩
し
て
で
も
藩
の
危
急
を
救
う
と
い
っ
た
の
で
上
田
も
や
む

な
く
許
可
し
た
。
そ
の
際
町
田
の
率
い
る
江
戸
常
詰
大
砲
隊
を
同
行
さ
せ
た
。
書

生
隊
は
即
日
、
大
砲
隊
は
翌
日
出
発
し
伊
賀
経
由
で
大
阪
に
向
か
っ
た
。（『
七
年

史
』）京

都
、
江
戸
、
会
津
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
差
が
あ
る
な
か
で
、
一
つ
の
事
件
を
巡
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
動
き
が
展
開
し
て
ゆ
く
事
情
が
よ
く
分
か
る
。

十
四十

二
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
京
都
守
護
職
と
し
て
治
安
維
持
の

最
先
端
に
あ
っ
た
会
津
藩
で
は
、京
阪
地
域
の
混
乱
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

大
坂
に
退
去
し
て
い
た
手
代
木
直
右
衛
門
・
外
島
機
兵
衛
が
、
後
藤
象
二
郎
に
あ

て
て
徳
川
慶
喜
の
復
権
を
懇
願
す
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

　

当
九
日
の
挙
動
を
見
聞
致
候
に
兵
杖
騒
擾
、九
門
内
人
を
干
禦
す
る
如
く
、

何
等
の
所
為
は
不
存
候
へ
ど
も
、
正
明
公
平
之
御
改
革
に
て
、
従
容
と
し
て

天
下
之
公
議
を
尽
し
、
幼
冲
之
帝
聞
不
驚
に
も
、
猶
為
す
べ
き
事
に
は
候
ら

は
す
や
。
承
候
は
一
、
二
議
事
之
臣
、
名
を
正
明
公
平
に
託
し
、
其
実
野
心

を
挟
候
者
有
之
候
哉
之
由
に
候
。
左
も
無
之
て
は
独
自
ら
擾
々
の
事
を
不
用

筈
に
候
。
正
明
公
平
之
思
召
に
し
て
、
其
実
跡
を
明
示
せ
ら
れ
候
と
も
、
家

喩
人
説
す
る
事
能
は
ざ
る
勢
に
候
へ
ば
、
遂
に
無
事
之
生
霊
血
を
流
す
も
の

有
之
候
半
と
被
案
候
儀
に
候
。
ま
し
て
や
此
間
の
挙
動
の
如
く
に
て
は
、
此

末
如
何
哉
苦
心
無
限
事
に
候
。

且
徳
川
氏
衰
弱
と
雖
も
、
譜
代
恩
眷
之
徒
猶
多
、
水
陸
之
練
兵 

 

備
、
一
、

二
之
奸
臣
を
甘
心
し
、
而
後
正
明
公
平
の
政
道
相
立
候
様
、
日
夜
に
差
迫
り

て
建
議
し
、
衆
論
合
さ
る
も
の
無
之
哉
に
相
聞
へ
候
へ
と
も
、
猶
発
起
せ
さ

る
者
は
、
内
府
公
断
然
許
容
せ
ら
れ
す
、
懇
解
弁
慰
、
日
々
浮
雲
一
去
天
日

開
恨
世
、
庶
幾
せ
ら
れ
候
而
已
之
由
に
御
座
候
。
只
試
に
平
心
澄
気
瞑
目
し

て
今
日
の
自
体
を
御
覧
被
成
候
は
ゞ
、
果
し
て
正
明
公
平
に
し
て
、
一
点
之

私
心
あ
る
者
無
之
哉
否
、
内
府
公
の
至
誠
如
此
、
九
日
之
暴
挙
如
此
に
し
て
、

天
下
の
侯
伯
尽
心
す
る
や
否
、
心
服
せ
す
し
て
政
令
一
途
に
普
行
致
し
候
哉

否
、
兄
之
至
誠
固
よ
り
前
日
に
異
な
ら
さ
る
を
知
り
、
又
御
尽
力
に
因
り
て

大
に
綱
紀
を
維
持
せ
る
を
聞
、
此
上
所
願
は
速
に
一
、
二
野
心
あ
る
者
を
除
、

而
後
内
府
公
を
推
し
、
天
下
と
共
に
天
下
の
議
を
定
め
ら
れ
候
様
、
所
祈
に

候
へ
と
も
、
前
日
之
高
論
を
思
ひ
鄙
思
不
能
止
、
愚
見
を
申
上
候
迄
に
御
座

候
。
敢
て
他
人
に
向
て
弁
説
致
候
儀
に
は
無
之
候
間
、此
段
共
御
承
知
被
下
、

為
国
家
御
瞭
察
所
願
に
候
。
頓
首
。

　
　

十
二
月
廿
五
日　
　

外
島
機
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
代
木
直
右
衛
門

後
藤
象
二
郎
殿
（『
後
藤
象
二
郎
』）

だ
が
こ
う
し
た
危
惧
は
新
政
府
に
と
っ
て
は
全
く
無
意
味
で
、
問
題
に
も
さ
れ
な

か
っ
た
。

十
五同

じ
二
十
五
日
の
夜
、
江
戸
で
は
、
江
戸
城
下
の
警
備
と
治
安
維
持
に
あ
た
っ

て
い
た
荘
内
藩
士
ら
が
、
江
戸
を
荒
ら
し
回
っ
て
い
た
暴
徒
が
薩
摩
藩
邸
に
逃
げ

込
ん
だ
の
を
確
認
し
て
薩
摩
藩
邸
を
焼
き
討
ち
し
た
。
薩
摩
藩
の
芝
屋
敷
に
集
合

し
た
浪
士
等
が
夜
に
な
る
と
富
商
の
屋
敷
に
押
し
入
っ
て
略
奪
強
盗
を
働
き
、
乱

暴
狼
藉
の
限
り
を
尽
く
し
た
の
で
、
江
戸
で
は
昼
間
も
店
を
鎖
し
て
し
ま
う
よ
う

に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
幕
府
か
ら
江
戸
市
中
の
警
備
を
任
さ
れ
て
い
た
荘
内
藩
士

ら
が
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
賊
徒
を
捕
ら
え
る
た
め
に
藩
邸
に
火
を
か
け
た
の
で

あ
る
。

『
京
都
守
護
職
始
末
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
市
中
ば
か
り
か
、
常
陸
、
上
総
、
下
総
、

上
野
、
下
野
の
関
東
一
円
を
盗
賊
が
荒
ら
し
回
っ
て
い
る
た
め
、
恐
ろ
し
く
て
仕
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五
五

事
が
手
に
着
か
ず
、
夜
歩
き
な
ど
全
く
出
来
な
い
状
態
の
中
、
江
戸
城
西
の
丸
が

失
火
で
焼
け
落
ち
、
あ
げ
く
に
市
中
警
備
の
庄
内
藩
の
兵
営
を
襲
撃
発
砲
し
た
。

応
戦
し
た
庄
内
藩
兵
に
撃
退
さ
れ
て
逃
げ
込
ん
だ
先
が
薩
摩
、
佐
土
原
藩
邸
だ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
藩
邸
に
い
た
益
満
休
之
助
等
は
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
そ
の

他
は
船
で
逃
走
し
た
と
あ
る
。
時
日
に
少
し
異
同
が
あ
る
が
こ
れ
が
薩
摩
藩
邸
襲

撃
の
真
相
で
あ
る
こ
と
は
、
土
佐
藩
士
寺
村
左
膳
が
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る

こ
と
で
も
分
か
る
。                                    

　

江
戸
表
ニ
而
も
諸
浪
士
数
々
、
薩
摩
の
芝
屋
敷
へ
集
り
隊
を
結
ひ
、
夜
ニ

乗
し
而
富
商
を
掠
奪
し
、
乱
暴
甚
し
。
仍
而
江
戸
白
中
（
昼
）
戸
を
鎖
ス
ニ

至
る
。
庄
内
藩
兼
而
江
戸
警
衛
之
職
ト
有
、
依
而
兵
を
備
へ
る
芝
の
薩
摩
邸

を
囲
ん
て
こ
れ
を
焼
討
ス
。
賊
徒
敗
走
ス
。『
寺
村
左
膳
道
成
日
記
』

寺
村
左
膳
は
、
土
佐
藩
士
で
薩
土
同
盟
の
成
立
の
深
く
関
わ
っ
た
山
内
容
堂
の

側
近
で
あ
る
。
彼
は
、
問
題
が
薩
摩
藩
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

実
は
こ
の
日
よ
り
二
日
前
の
二
十
三
日
、江
戸
城
二
の
丸
で
火
災
が
発
生
し
た
。

『
続
徳
川
実
紀
』に
よ
れ
ば
、朝
五
時
頃
に
二
の
丸
の
お
広
敷
長
局
か
ら
出
火
し
て
、

燃
え
広
が
っ
た
た
め
、
天
璋
院
（
島
津
家
出
身
十
三
代
将
軍
家
定
正
室
）、
本
寿

院
（
家
定
の
母
）、
実
成
院
（
十
四
代
将
軍
家
茂
の
母
）
は
、
一
旦
三
の
丸
に
立

ち
退
き
、
吹
上
の
庭
を
経
て
現
在
は
西
の
丸
に
い
る
と
い
う
報
告
が
入
っ
た
。

　

今
暁
七
ツ
半
過
、
二
丸
御
広
敷
長
局
よ
り
出
火
、
追
々
焼
募
候
ニ
付
、
天

璋
院
様
、
本
寿
院
様
、
実
成
院
様
、
一
旦
三
丸
へ
御
立
退
、
夫
よ
り
吹
上
御

庭
滝
見
御
茶
屋
へ
御
立
退
被
遊
、
唯
今
西
丸
へ
被
為
入
候
段
、
御
広
敷
御
用

人
并
御
附
御
用
人
よ
り
申
越
。

『
京
都
守
護
職
始
末
』
に
は
言
及
が
な
い
が
、
実
は
こ
の
事
件
も
、
後
年
関
係

者
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
先
に
西
郷
隆
盛
の
命
を
受
け
、
江
戸
へ
下
っ
て
い
た

益
満
休
之
助
、
伊
牟
田
尚
平
ら
に
よ
る
放
火
が
原
因
だ
と
い
う
。『
史
談
会
速
記

録
』（
十
五
輯
）
の
次
の
よ
う
な
談
話
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

落  

合
（
直
亮
）君
（
中
略
）　

い
ず
れ
伊
牟
田
、益
満
の
両
人
の
内
か
ら
手
が
廻
っ

た
も
の
で
あ
る
と
云
う
事
を
聞
い
て
居
り
ま
す
。

　

寺   師
（
宗
徳
）
君　

伊
牟
田
な
ど
の
話
で
あ
り
ま
す
か
、
玄
関
に
這
入
っ
て
団

炭
（
た
ど
ん
）
を
草
に
包
み
て
行
っ
て
、
挿
し
入
れ
て
付
け
た
と
か
申
し
ま

す
が
。

　
　

│
中
略
│

　

寺  

師
君　

其
時
、
伊
牟
田
な
ど
が
団
炭
を
風
呂
敷
に
包
み
て
塀
を
越
え
て
這

入
っ
て
、
本
丸
の
玄
関
の
畳
を
こ
わ
し
て
、
そ
の
下
に
団
炭
を
入
れ
て
点
け

た
と
云
う
こ
と
に
聞
き
ま
す
が
。

　

市  

来
（
四
郎
）
君　

ま
っ
ち
（
マ
ッ
チ
）
の
流
行
り
か
け
で
、
長
崎
か
ら
畳
を

こ
す
り
て
火
の
出
る
物
を
持
っ
て
来
て
居
る
と
云
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
や
ら

申
し 

ま
す
。

　

岡
谷
君　

ど
こ
か
ら
這
入
っ
た
も
の
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　

市  

来
君　

名
は
余
程
堅
固
な
も
の
で
あ
れ
ど
も
、
這
入
っ
て
見
れ
ば
番
人
は
居

て
も
逃
げ
て
仕
舞
う
て
、
無
人
の
地
同
様
で
あ
っ
た
と
後
に
伊
牟
田
が
言
っ

た
そ
う
で
す
。

江
戸
城
に
侵
入
し
て
放
火
し
た
犯
人
伊
牟
田
の
行
動
が
具
体
的
に
よ
く
分
か

る
。
倒
幕
に
手
段
を
選
ば
な
い
過
激
派
武
士
団
の
仕
業
で
あ
る
が
、
維
新
後
に
平

然
と
し
て
こ
う
し
た
証
言
が
出
て
い
る
こ
と
は
し
っ
か
り
記
憶
し
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う
。

実
は
、
大
政
奉
還
の
上
奏
が
出
さ
れ
た
日
、
京
都
に
い
た
薩
摩
藩
の
吉
井
幸
輔

は
、
江
戸
の
益
満
休
之
助
と
伊
牟
田
尚
平
に
手
紙
を
送
り
、
彼
ら
が
江
戸
で
集
め

た
浪
士
隊
の
三
田
の
藩
邸
を
拠
点
に
し
た
過
激
な
行
動
を
慎
む
よ
う
求
め
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
郷
が
派
遣
し
た
益
満
一
派
は
そ
れ
を
無
視
し

て
江
戸
市
中
を
荒
ら
し
回
っ
て
い
た
の
だ
。

十
六十

二
月
二
十
五
日
、
会
津
若
松
に
お
い
て
容
保
の
養
嗣
子
喜
徳
は
、
藩
士
等
を
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五
六

城
中
に
召
集
し
て
、
今
後
の
藩
政
に
つ
い
て
申
し
渡
し
た
。
喜
徳
は
、
德
川
慶
喜

の
実
弟
で
幕
命
に
よ
り
、
慶
応
二
年
十
二
月
に
水
戸
徳
川
家
か
ら
容
保
の
養
子
に

迎
え
ら
れ
、
九
月
十
一
日
に
京
都
を
出
発
し
て
国
入
り
し
て
い
た
。

こ
の
申
渡
し
は
、
松
平
容
保
が
派
遣
し
た
内
田
武
八
が
も
た
ら
し
た
容
保
の
親

書
を
受
け
て
出
さ
れ
た
。
内
田
が
若
松
に
到
着
し
た
の
が
い
つ
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
申
渡
し
の
直
前
だ
と
す
る
と
、
京
都
を
出
発
し
た
の
は
、
容
保
が
慶
喜

に
率
い
ら
れ
て
大
坂
に
退
去
し
た
直
後
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
家
近
良
樹
は

『
稽
徴
録
』
の
注
で
、
内
田
が
親
書
を
持
っ
て
幕
府
の
軍
艦
に
便
乗
し
て
江
戸
に

着
き
、
そ
の
後
陸
路
で
若
松
に
向
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

今
日
之
形
勢
に
相
至
候
に
付
て
は
、
国
の
人
民
一
致
一
力
に
相
成
り
、
大

義
を
明
か
に
し
神
明
に
誓
ひ
、
力
を
不
尽
候
て
は
不
相
成
義
と
御
悲
泣
御
決

心
之
上
別
紙
之
通
一
統
へ
布
告
候
様
、
若
殿
様　

御
沙
汰
に
付
、
為
読
聞
候
、　

土
津
様
以
来
御
厚
恩
を
奉
蒙
候
者
共
、
報
国
尽
忠
之
時
と
決
心
致
候
様
、
一

統
へ
可
申
渡
候
事

現
在
の
状
況
に
立
ち
至
っ
た
か
ら
に
は
、
藩
民
が
一
丸
と
な
っ
て
大
義
を
明
ら

か
に
し
、
神
明
に
誓
っ
て
力
を
振
り
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
涙
を
呑

ん
で
決
心
し
た
の
で
、
一
同
に
別
紙
の
と
お
り
布
告
す
る
よ
う
に
と
の
若
殿
様
の

御
沙
汰
が
あ
っ
た
の
で
、
読
み
聞
か
せ
る
。

こ
う
前
置
き
を
し
た
上
で
、
誓
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
以
下
に
そ
の
要
旨
を

述
べ
る
。

嘉
永
六
年
、
安
政
元
年
以
来
、
外
国
船
が
渡
来
し
て
、
物
価
が
騰
貴
し
て
庶

民
の
生
活
が
苦
し
く
な
り
政
府
か
ら
人
心
が
離
れ
た
原
因
は
幕
府
の
失
政
に

あ
る
。
天
皇
は
心
配
さ
れ
て
公
武
の
関
係
に
ひ
び
が
入
っ
た
。
幕
府
は
反
省

し
て
旧
弊
を
除
き
尊
王
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
諸
侯
の
中
か
ら
我
公
を

守
護
職
に
任
命
さ
れ
た
。

 

京
都
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
天
皇
の
意
向
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か

ら
な
い
ま
ま
、
誰
も
敢
え
て
事
態
の
解
決
に
あ
た
ろ
う
と
は
せ
ず
、
衆
議
は

ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
我
公
は
幕
府
の
内
命
を
受
け
て
京
都
の
内
情
を
探
り
、

天
皇
の
意
向
が
よ
く
お
わ
か
り
に
な
っ
た
の
で
、
守
護
職
と
な
っ
て
天
皇
を

守
り
、
信
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
公
武
の
関
係
を
円
滑
に
し
て
徳
川
家
の
安

泰
を
図
る
。
も
し
任
務
の
重
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
命
を
失
う
こ
と
が
あ
っ

て
も
上
洛
し
て
そ
こ
を
墳
墓
の
地
と
決
め
天
皇
を
守
り
万
人
を
救
お
う
と
決

心
し
て
仕
事
を
引
き
受
け
ら
れ
た
。

 

そ
れ
以
来
我
公
が
精
忠
を
尽
く
さ
れ
た
の
で
天
皇
は
深
く
依
頼
さ
れ
、

将
軍
の
寵
愛
も
厚
か
っ
た
。
こ
の
た
め
以
来
六
年
の
間
ど
ん
な
危
難
が
あ
っ

て
も
有
利
に
運
び
誠
忠
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
天
皇
は
よ
ろ
こ
び
の
あ
ま

り
何
度
も
宸
翰
を
下
さ
れ
た
。
我
公
が
嘗
て
病
に
冒
さ
れ
た
時
に
は
も
っ
た

い
な
い
こ
と
に
天
皇
自
ら
病
気
平
癒
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
。
大
変
な
厚
遇

で
あ
る
。
こ
の
春
に
は
、
先
帝
の
た
め
に
尽
力
し
守
護
職
を
永
く
つ
と
め
た

功
績
は
は
か
り
し
れ
な
い
と
し
て
参
議
に
ま
で
し
て
下
さ
っ
た
。
長
州
藩
は

尊
王
攘
夷
と
い
い
な
が
ら
、
内
心
反
逆
を
謀
り
、
朝
廷
を
誘
惑
し
、
幕
府
を

欺
く
罪
は
、
限
り
な
い
。

　

元
治
元
年
に
は
大
兵
を
率
い
て
皇
居
を
襲
撃
し
、
弾
丸
は
御
所
の
屋
根
を

貫
い
た
。
天
皇
は
お
怒
り
に
な
り
将
軍
も
激
怒
さ
れ
た
が
、
処
罰
は
軽
く
わ

ず
か
に
官
位
を
取
り
上
げ
所
領
を
削
っ
た
だ
け
で
済
ま
せ
た
。
命
令
に
従
わ

な
か
っ
た
た
め
そ
の
罪
を
認
め
さ
せ
る
た
め
征
伐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
所

が
天
皇
が
亡
く
な
り
将
軍
も
没
し
て
、
大
喪
が
続
く
中
で
そ
の
す
き
に
邪
臣

が
幼
帝
を
惑
わ
せ
、こ
じ
つ
け
を
し
て
長
州
の
罪
を
許
し
て
官
位
を
復
旧
し
、

先
帝
が
排
除
さ
れ
た
公
卿
を
取
り
立
て
、
陪
臣
を
政
治
に
参
加
さ
せ
、
逆
に

摂
政
、
将
軍
、
我
公
、
桑
名
公
な
ど
は
み
な
免
職
と
な
り
、
正
邪
、
忠
奸
が

全
く
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
先
帝
の
意
向
で
は
な
い
ば
か
り
か

現
天
皇
の
意
向
で
も
無
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

先
帝
の
喪
が
明
け
な
い
う
ち
に
現
天
皇
に
父
の
方
針
を
変
更
さ
せ
る
な

ど
、
無
道
の
至
り
だ
。
そ
の
外
、
国
内
で
は
内
乱
を
企
て
イ
ギ
リ
ス
な
ど
外
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五
七

国
軍
に
降
伏
し
て
そ
の
力
を
借
り
る
な
ど
、
そ
の
罪
は
重
い
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
幕
府
や
我
公
に
汚
名
を
負
わ
せ
、
討
伐
し
よ
う
と
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
我
公
の
忠
誠
が
水
泡
に
帰
す
の
は
残
念
至
極
で
あ
る
。

今
こ
そ
臥
薪
嘗
胆
、
君
公
の
た
め
に
決
起
す
る
時
だ
。
人
と
し
て
、
臣
と
し

て
一
瞬
た
り
と
も
安
穏
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。

　

朝
廷
に
対
し
て
戦
い
を
挑
む
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
邪

臣
が
天
皇
の
命
令
を
ゆ
が
め
て
戦
争
を
仕
掛
け
て
く
る
な
ら
ば
、
関
東
の
勢

力
を
糾
合
し
て
義
兵
を
あ
げ
、君
側
の
奸
を
排
除
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。

我
公
の
誠
忠
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
の
は
、
志
が
貫
徹
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

か
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
君
公
の
気
持
ち
を
十
分
に
受
け

止
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
畏
れ
多
い
こ
と
だ
。

　

我
藩
の
士
民
一
同
藩
祖
以
来
の
徳
沢
を
受
け
た
も
の
は
み
な
、
こ
の
意
を

汲
ん
で
力
を
あ
わ
せ
て
戦
争
に
な
っ
た
ら
す
み
や
か
に
賊
徒
を
滅
ぼ
し
、
武

威
を
天
下
に
耀
か
す
こ
と
を
期
し
て
、
日
夜
肝
に
銘
じ
、
一
瞬
た
り
と
も
忘

れ
ず
国
論
を
統
一
し
て
全
員
一
致
す
れ
ば
我
公
の
誠
忠
が
神
明
の
ご
加
護

に
っ
て
青
天
白
日
の
身
と
な
ら
れ
る
こ
と
疑
い
は
な
い
。
死
ん
だ
ら
祟
り
神

と
な
っ
て
奸
賊
を
滅
ぼ
す
と
い
う
気
持
ち
の
な
い
も
の
は
、
神
よ
そ
れ
ら
の

者
を
殺
し
て
下
さ
い
。

大
坂
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
親
書
が
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
か
、
そ
れ
は
分
か

ら
な
い
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
内
容
は
、
明
ら
か
に
総
決
起
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

戦
争
に
な
っ
た
ら
「
関
東
の
力
を
戮
せ
、義
兵
を
挙
」
げ
る
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、

京
坂
の
事
態
が
、
西
国
諸
藩
の
横
暴
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
認
識
が

は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
、
以
後
の
会
津
藩
と
東
北
諸
藩
の
運

命
に
関
わ
る
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
会
津
藩
は
、
徹
底
抗
戦

と
い
う
意
識
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
後
会
津
藩

は
年
頭
の
礼
を
停
止
し
、
国
境
を
厳
守
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
会
津
藩
の

国
元
で
は
、
慶
応
三
年
の
暮
れ
に
は
す
で
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

十
七十

二
月
二
十
六
日
に
は
、足
利
将
軍
木
像
梟
首
事
件
の
犯
人
・
大
庭
恭
平
ら
が
、

禁
錮
を
解
か
れ
る
。（『
復
古
記
』）
事
件
発
生
当
事
朝
廷
で
は
意
見
が
紛
糾
し
て

い
た
が
、
秋
月
ら
会
津
藩
士
が
法
理
に
基
づ
い
て
逮
捕
し
た
。
取
り
扱
い
に
苦
労

し
た
犯
人
た
ち
が
、「
政
令
御
一
新
」
で
免
罪
と
な
っ
た
。
正
義
を
示
す
指
針
が
、

こ
の
時
京
都
守
護
職
と
し
て
会
津
藩
が
示
し
た
も
の
と
正
反
対
に
な
っ
た
の
だ
。

会
津
藩
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
日
、
京
都
か
ら
德
川
慶
勝
、
松
平
慶
永
が
、
大
坂
城
に
来
て
、
辞
官
納
地
の

具
体
化
の
た
め
慶
喜
の
上
洛
を
要
請
し
た
。
二
人
は
、
周
囲
の
刺
激
を
避
け
る
た

め
入
京
の
際
は
極
力
軽
装
、
少
人
数
で
と
釘
を
さ
す
。
慶
喜
は
、
着
々
と
そ
の
準

備
を
始
め
た
。

薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
の
情
報
が
大
坂
の
旧
幕
府
関
係
者
の
元
に
届
い
た
の
は
、

十
二
月
二
十
九
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
目
付
滝
川
播
磨
守
〈
具
挙
〉、
勘
定
奉
行

並
小
野
内
膳
正
（
広
胖
）
ら
幕
臣
が
汽
船
で
大
坂
に
到
着
し
て
、
江
戸
に
お
け
る

薩
摩
藩
を
拠
点
と
す
る
暴
徒
の
横
暴
、
犯
人
追
及
の
た
め
薩
摩
藩
を
焼
き
討
ち
に

し
た
事
件
の
詳
報
を
伝
え
た
。
滝
川
は
有
名
な
主
戦
論
者
だ
っ
た
か
ら
江
戸
に
お

け
る
薩
摩
藩
関
係
者
の
悪
行
を
縷
々
述
べ
、
関
東
の
形
勢
は
、
討
薩
が
当
然
と
い

う
風
潮
だ
と
い
う
の
で
、
慶
喜
が
こ
れ
ま
で
恭
順
の
方
針
を
貫
い
て
き
た
の
で

渋
々
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
き
た
在
坂
の
旗
本
の
諸
隊
・
会
桑
二
藩
の
悲
憤
が
一
気

に
高
ま
っ
て
鼎
が
わ
く
よ
う
な
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
、
上
下
こ
ぞ
っ
て
慶
喜
に
出
兵

を
迫
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
、『
徳
川
慶
喜
公
伝
』『
丁
卯
日
記
』
等
に
詳
し
い

が
、
こ
こ
で
は
『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

此
報
大
坂
に
達
す
。
是
に
於
て
内
府
忿
怒
に
堪
へ
ず
。
薩
摩
藩
密
に
兇
徒

を
使
嗾
し
関
東
を
擾
り
、
東
西
相
応
し
て
事
を
挙
け
ん
と
す
。
乱
逆
を
企
つ

る
罪
恕
す
べ
か
ら
ず
と
、
即
夜
老
中
及
び
我
藩
、
桑
名
藩
等
の
重
臣
と
会
し

て
、
其
罪
状
を
具
申
し
、
典
刑
を
正
さ
ん
事
を
奏
請
す
る
の
議
を
決
し
、
入
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五
八

京
の
部
署
を
定
む
。

慶
応
四
年
一
月
初
頭
、
大
目
付
滝
川
具
挙
は
徳
川
慶
喜
の
無
罪
を
訴
え
薩
摩
藩

を
訴
え
る
討
薩
表
を
持
っ
て
、旧
幕
府
軍
の
先
鋒
を
率
い
て
大
坂
城
を
出
発
し
た
。

焼
き
討
ち
当
日
薩
摩
藩
邸
か
ら
逃
亡
し
た
江
戸
騒
擾
事
件
の
関
係
者
た
ち
も
同
じ

頃
京
都
の
薩
摩
藩
邸
に
逃
げ
帰
っ
て
い
た
は
ず
で
、
こ
の
出
兵
は
、
薩
摩
藩
の
思

う
つ
ぼ
だ
っ
た
の
だ
。
慶
喜
の
方
に
は
戦
争
を
仕
掛
け
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
く
、

理
非
を
論
じ
て
解
決
に
至
ら
せ
る
方
針
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
薩
摩
藩
の
挑
発
に
う

ま
う
ま
と
の
せ
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
京
都
に
向
か
う
途
中
、
滝
川
の

先
鋒
隊
は
鳥
羽
の
関
所
を
守
る
薩
摩
藩
士
椎
原
小
弥
太
と
問
答
の
末
、
薩
摩
藩
陣

地
か
ら
発
砲
さ
れ
る
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
は
、
こ
の
発
砲
の
瞬
間
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
項
終
わ
り

　
　
　

二
〇
一
八
年
五
月
二
十
日
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